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担当係
グループ名

① 事業の目的・目標

② 目標に対する達成見込み

目標値

（達成年度）

③ 事業コストの推移 ④ 現状の評価

⑤ 課題解決に向けた今後の取組み

人件費　　計　　　B

整理 No 評価単位名 児童・生徒の各種検診事業・環境衛生事業等

学校運営課 評価責任者
学校運営課長
鈴木　さよ子

学校運営係

委託料については、診療報酬に基づくコストであ
るため減額が難しい。

事業実施上の課題

その他

（１２）児童・生徒の各種検診事業・環境衛生事業等【内部管理事務】

収入計　　D

アレルギー疾患の対応や感染症予防等、保健衛
生の充実を図るには、各種検診等の受診や環境
衛生の維持・改善が必要であり、その重要性は
高まっている。

122,923 123,169

就学時健康診断経費
学校環境衛生経費
嘱託医報酬経費

一般財源充当額　C-D

0 0

0 0

0
122,923

0

国庫（都）支出金

結核健康診断経費
腎臓検診経費
心臓検診経費
脊柱側わん症検診

（正規職員数）

支出　計　C=A＋B

（非常勤等職員数）

事業費　　計　　　A

コストの推移を踏まえた問題点

事業をとりまく環境の変化

学校保健法に基づき着実に実施している。

5,064

(0.6)

73,075

3,069

118105

○学校保健法 に基づく事業
児童（幼児を含む）生徒の各種検診　・就学時の健康診断の実施　・学校医の委嘱等
環境衛生検査の実施（項目：学校環境衛生基準）

各種検診の委託　　環境衛生検査の委託委託の内容２．一部業務委託

2,341

9,726

17,416

1,111
7,320

目的/
根拠法令等

学校（園）の環境衛生の維持・改善や各種検診及び、安全で円滑な学校給食の提供等の実施を通し
て、児童（幼児を含む）・生徒の健康を保持増進する。

担当課

各学校（園）が教育目標や教育ビジョンを達成するため、教育環境をより充実したものとする。

ベースライン
に対する
達成見込み

２０年度

（１９年度） 見込み 目標設定の考え方

6,663

3,931

7,7705,899

73,072
15,962

114608

全校実施

算定式等指標
の説明

ベースライン

3,258

2,290

平成18年度

8,838

2,271
916

達成度指標

全校実施

3,747

平成19年度

9,324

(単位：千円）

4,047

平成20年度
（計画）

955
6,776

115153

2,955

目標

内容

構成事務事業名

寄生虫卵保有検査経費

運営形態

各種検診及び就学時
健康診断の実施校数

環境衛生基準の維持
改善校数

31

0

120,507

73,072

0

0

(0.7)

今後も学校医・学校歯科医・学校薬剤師・保護者・関係機関等と連携し、事業を推進していく。

学校保健法に基づく各種検診及び就学時
健診の全校実施を維持する。

学校保健法に基づく学校環境衛生検査の
全校実施を維持する。

31

31

123,169

(0.9)

15,731

120,507

31

31
100%

31 100%

32


